
○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
の
同
意

　

任
期
満
了
と
な
る
松
本
滋
雄
氏
の
後
任

と
し
て
小
田
重
孝
氏
を
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
同
意

　

任
期
満
了
と
な
る
今
田
博
之
氏
の
後
任

と
し
て
坂
本
ス
ミ
ヱ
氏
を
人
権
擁
護
委
員

に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

　

任
期
満
了
と
な
る
西
尾
裕
次
氏
を
引
き

続
き
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
大
竹
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
お
よ
び
大
竹
市
事
務
分
掌
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

○
大
竹
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

○
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
大

竹
市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
を

一
部
改
正

　

大
竹
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の

答
申
内
容
に
沿
っ
て
、
市
長
、
副
市
長
お

よ
び
教
育
長
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
減
額

改
定
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
4
月
1
日
か

ら
市
長
は
88
万
円
か
ら
86
万
円
に
、
副
市

長
は
75
万
円
か
ら
70
万
円
に
、
教
育
長
は

65
万
3
千
円
か
ら
62
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

平
成
19
年
4
月
分
か
ら
平
成
22
年
6
月
分

第
1
回 

定
例
市
議
会

　

会
期
中
に
審
議
し
た
議
案
は
、
当
初
予
算
案
12
件
（
原
案
可
決
）、
条
例
案

等
11
件
（
原
案
可
決
）、
補
正
予
算
案
8
件
（
原
案
可
決
）、
新
規
提
出
の
陳

情
2
件
、
そ
の
他
18
件
で
し
た
。

　

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
期
3
月
2
日
〜
27
日

平成19年

ま
で
、
給
与
月
額
を
市
長
12
％
、
副
市
長

8
％
、
教
育
長
7
％
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
る
特
例
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
を
整
理

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成
18
年
6
月
7
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
関
係
条
例
の
整
理
並
び
に
語

句
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

○
大
竹
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
19
年
4
月
1
日
付
け
で
広
島
県
か

ら
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
申

請
に
対
す
る
審
査
や
農
地
に
関
す
る
証
明

書
の
交
付
な
ど
の
事
務
が
権
限
委
譲
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

○
大
竹
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
大
竹
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
日
曜
日
に
開
館
す
る
こ

と
に
伴
い
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
の
変

更
を
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

○
大
竹
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
木
野
保
育
所

を
本
町
保
育
所
の
分
園
に
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
大
竹
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例

等
の
一
部
を
改
正

　

平
成
19
年
4
月
1
日
の
機
構
改
革
に
伴

う
変
更
お
よ
び
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴

う
広
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に
基
づ

く
事
務
の
一
部
を
大
竹
市
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
の
業
務
に
加
え
る
た
め
、
所
定
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
大
竹
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
を
一
部
改
正

　

し
尿
処
理
施
設
お
よ
び
ご
み
処
理
施
設

の
設
置
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
、
現
状
の

施
設
名
と
の
整
合
性
を
図
り
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

○
指
定
金
融
機
関
を
指
定
更
新

　

引
き
続
き
株
式
会
社
四
国
銀
行
を
平
成

21
年
3
月
31
日
ま
で
本
市
の
指
定
金
融
機

関
と
す
る
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

日曜日も開館する「サントピア大竹」

市
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○
大
竹
市
三
倉
岳
県
立
自
然
公
園
休
憩
所

の
指
定
管
理
者
を
指
定

　

三
倉
岳
県
立
自
然
公
園
休
憩
所
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
三
倉
岳
県
立

自
然
公
園
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
す
る

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

○
大
竹
市
マ
ロ
ン
の
里
の
指
定
管
理
者
を

指
定

　

マ
ロ
ン
の
里
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
佐
伯
中
央
農
業
協
同
組
合
を
指

定
管
理
者
と
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

○
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

　

大
竹
港
の
埋
立
地
に
お
い
て
区
画
道
路

と
し
て
整
備
し
た
路
線
を
東
栄
7
号
線
と

認
定
し
、
当
該
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と

し
て
整
備
し
た
北
小
島
大
竹
港
線
に
つ
い

て
廃
止
及
び
認
定
の
手
続
き
を
行
い
ま
し

た
。

○
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
一
部
改

正
　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
国
民

健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を
現
行
53
万

円
か
ら
56
万
円
に
改
め
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
第
5
号

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
・
県
の
補
助

承
認
額
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
も
の
、
事

業
の
執
行
に
よ
り
生
じ
る
過
不
足
の
整
理

に
よ
る
も
の
で
、
歳
出
補
正
額
の
主
な
内

容
は
、
総
務
費
で
市
税
過
誤
納
還
付
金
3

千
2
2
5
万
1
千
円
の
追
加
、
民
生
費
で

県
道
改
良
に
伴
う
松
ヶ
原
こ
ど
も
館
の
移

転
に
要
す
る
経
費
5
千
2
3
1
万
3
千
円

の
追
加
、
商
工
費
で
中
小
企
業
融
資
預
託

金
1
億
6
千
万
円
の
減
額
な
ど
で
す
。

　

歳
入
補
正
額
の
主
な
内
容
は
、
法
人
市

民
税
2
億
7
千
3
1
6
万
7
千
円
の
増
額
、

国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金
の
事
業
実

績
に
伴
う
整
理
、
事
業
の
執
行
に
合
わ
せ

た
市
債
の
整
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※ 
そ
の
他
、
特
別
会
計
4
件
、
企
業
会
計

3
件
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

○
大
竹
市
議
会
議
員
定
数
条
例
を
一
部
改

正
　

大
竹
市
議
会
の
議
員
定
数
を
次
の
市
議

会
議
員
選
挙
か
ら
現
行
の
18
人
を
16
人
に

削
減
す
る
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
を
踏
ま
え
て
、
議
会
自

ら
が
議
員
定
数
も
含
め
て
、
更
な
る
議
会

改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針

に
よ
り
、
議
会
内
部
に
議
会
改
革
等
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
そ
の
検
討
の
中
で
、
2
名
の
定
数
減
を

行
う
べ
き
と
集
約
さ
れ
た
背
景
に
つ
き
ま

し
て
は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
議
会
改

革
等
検
討
委
員
会
の
確
認
事
項
の
報
告
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
あ
っ
た
、

次
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
す
る
べ
き
と
い

う
内
容
を
尊
重
す
れ
ば
、
3
月
議
会
が
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
議
員
提
案
に
よ
り
本
議
案
が
提
出

さ
れ
、
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
に
よ
り

無
記
名
投
票
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
12

票
、
反
対
5
票
で
原
案
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

ご 利 用
ください

「
声
の

市
議
会
だ
よ
り
」

「
点
字
の

市
議
会
だ
よ
り
」

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、市
議
会
だ
よ
り

の
内
容
を
録
音
し
た「
声
の
市
議
会
だ

よ
り（
テ
ー
プ
）」を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
点
字
の
市
議
会
だ
よ
り
」は

差
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
52
│
2
2
1
1
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

「
市
政
の
あ
ら
ま
し
」を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
あ
ゆ
み
、
人
口
規
模
や
予

算
・
決
算
状
況
を
は
じ
め
、
市
の
業

務
全
般
に
わ
た
る
状
況
を
集
約
し
た

「
市
政
の
あ
ら
ま
し
」
を
、
市
立
図

書
館
に
お
い
て
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
役
所
2
階
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マロンの里まつり
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